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摂南大学農学部の研究成果を広く知ってもらい、産官学の連携を推進するために摂大

農学セミナーを開催します。無料・一般公開のセミナーとして、毎月開催しております。

本セミナーは摂南大学農学部を会場にした公開セミナー、またはオンラインによるライ

ブ配信で開催いたします。開催方法は、セミナーごとにお知らせします。 

多くの方のご参加をお待ちしております。 

 

【開催日時】 2024 年 6 月 10 日（月）15:00〜16:00 

【開催方法】 無料・一般公開 

【視聴方法】 対面/Zoom によるライブ配信 

【発信会場】 8 号館 8303 教室 

 

【演 題】 

 

植物と人の健康をつなぐ：植物病原菌研究の未来 

 
摂南大学 農業生産学科 教授 久保 康之 

 
植物病原菌の感染メカニズムを解明することで、人の遺伝子疾患治療に向けた新しいアプロ

ーチが見えてきました。本セミナーでは、植物と人の健康をつなぐ研究の最前線について、

その可能性と未来を探ります。 

 
 
 
 

 

オンラインセミナー参加方法 
 ・オンラインのライブ配信（Zoom) で開催します。                     
 ・次のHP よりお申し込みください。                                  
   https://forms.office.com/r/xqqBsm3DLc 
 ・メールでの参加申し込みも受け付けます。                            
 ・お申し込み後、視聴⽅法についてメールでご連絡いたします。 
 ・詳しくは摂南⼤学農学部 HP(https://www.setsunan.ac.jp/agri/)を 

ご覧ください。 
 

 
 
 
 



植物と人の健康をつなぐ：植物病原菌研究の未来 

 

農業生産学科・教授 久保 康之 

 

【講演要旨】 
本講演では、植物病原菌の炭疽病菌を用いた研究成果をもとに、植物の感染症対策と人の

遺伝性疾患の治療における新たな可能性について紹介します。これまで、植物に病気を起こ

す糸状菌である炭疽病菌のメラニン合成がその感染性に不可欠であることを発見し、これ

に基づいた防除薬剤の開発に取り組んできました。また、病原菌が植物を感知する仕組みと

病原性発現に関する新たな知見も得ています(1, 2)。 

直近では炭疽病菌の病原性因子とヒトの遺伝性疾患の原因遺伝子の一致を見出し、人の

遺伝子疾患治療への応用の可能性を探っています。具体的には、ウリ類炭疽病菌の病原性因

子 NPC1、NPC2 遺伝子が、ヒトの Niemann-Pick 病 C 型（NPC）の原因遺伝子と一致するこ

とを発見しました(3)。これは、植物病原菌の遺伝子がヒトの遺伝子疾患と一致する初めて

の報告です。 

NPC はリソソーム病に属する希少難治性疾患であり、治療薬開発が急務とされています。

炭疽病菌の NPC 遺伝子変異株を用いた植物への感染系が NPC のモデル系として利用でき

る可能性を見出し、実際に唯一の承認薬である Miglustat が炭疽病菌の病原性を回復する効

果を持つことが確認されました。また、抗うつ薬 Imipramine が NPC 遺伝子変異株の病原性

を復帰させる効果を持つことも発見しており、ドラッグリポジショニングの観点から有望

です。現在、ケミカルライブラリーと微生物ライブラリーからの抽出物を用いた活性物質の

スクリーニングを進めており、新規候補化合物の発見を期待しています。 

炭疽病菌の NPC 遺伝子に支配される炭疽病菌の侵入機能の解析は植物の感染症対策だけ

でなく、動物モデルを用いたヒト疾患の治療メカニズムの解明にも貢献することが期待さ

れます。   

本講演では、これらの研究成果と今後の展望について解説し、植物病原菌研究が人の健康

にどう寄与できるかを探ります。植物と人の健康を結びつける新たな視点を提供し、皆様と

共にその未来を考えたいと思います。 
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